
建設キャリアアップシステム（仮称）基本計画書（案）の概要 資料３－１

○ 平成２９年４月からの登録開始、平成２９年８月からの本運用開始を目指す
〇 大規模な工事等を先行して段階的に対象を拡大。運用開始後１年で１００万人の登録、運用開始後５年を目途に全ての技能者の登録を目指す。

○技能者情報の登録にあわせ、技能や資格に応じて色分けしたカードを発行

○入場中の現場の元請・上位下請企業
〇 システムに登録した他の建設事業者（技能者本人及び所属事業者が同意した範囲内）

保有資格（必須）

研修受講履歴（任意）

社会保険加入状況（必須）

事業者情報

現場情報
（必要に応じて契約情報）

①技能者が事前に登録

③元請が現場を開設する度に登録

②システム参加事業者（元請・下請）
が事前に登録

その他（健康診断受診歴、労災保険特
別加入の有無、緊急連絡先等）（任意）

建退共手帳の有無（必須）

就業履歴技能者情報
本人情報（住所、氏名、生
年月日、性別、国籍）（必須）

①～③を組み合わせて技能者の就業履歴を電子的に蓄積

○技能者の資格や就労実績を業界統一のルールで蓄積するシステムとし、全ての技能者の登録を目指す。
〇 技能者の処遇改善等の目的に必要な情報に特化した、簡易で低コストな仕組みの構築・利用を目指す。その際、既存民間サービスと原則重複しな
いよう留意。

〇 登録する情報は必須のものと任意のものに区分し、必須情報は必要最小限のものとする。
〇 技能者本人及び所属事業者が希望した範囲内で、蓄積された情報を業界内で横断的に利用。
〇 システムに蓄積される技能者の情報の真正性を確保。ただし、真正性が確保できなくても登録自体は可能とする。
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１．システムの基本方針

２．登録する情報

※情報の価値を高めるため、作業に従事した立場（例：職長）などを技能者が
任意で入力することも可能

３．情報の閲覧

４．カードの発行

５．システムの展開スケジュール


